
⑵　研　修　部
　１　方　　針
　基本主題『新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教
育』のもと，道中研究大会において研究交流を深めるとともに，各地区における研究を基盤とし
た研究活動の充実に努め，校長としての識見や指導力の向上を図る。「全日中新教育ビジョン」
の内容を踏まえた研究活動を更に推進し，学校経営の充実に寄与する。
　教育課程の編成・実施に資する調査研究を推進し，今日的課題の解明に努め，学校教育の推進
と向上に役立てる。他部との連携を図り，業務の円滑な推進に努める。
⑴　第74回全日本中学校長会研究協議会大分大会の円滑な運営と研究内容の充実を図るために，

開催地区並びに各地区研修担当者との連携を密にする。
⑵　第64回北海道中学校長会研究大会小樽大会の円滑な開催及び研究活動の充実に向け，小樽市

中学校長会との連携を密にする。
⑶　これまでの研究の成果と社会情勢や教育の動向を踏まえ，令和７年度以降の研究推進につい

て原案作成に向けた研究主題や分科会研究主題についての検討や準備を進める。
⑷　令和５年度の研究を総括し，令和６年度「研究の手引き」の作成作業を行う。
⑸　教育課程に関する情報収集に努め，中学校教育における今日的課題を明らかにし，問題点の

解明に寄与する。

２　業務計画
⑴　諸会議の開催
　①　第１回研修部研修会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　     ４月28日㈮ 
　　・研究方針，業務推進計画及び業務推進について
　　・第64回道中研小樽大会，第74回全日中研大分大会について　
　　・令和６年度「研究の手引き」の作成について　　　　       
　　・教育課程に関する調査について（令和５年度調査実施と調査結果のまとめに向けて）
　　・各地区研究推進状況や令和５年度の研究計画について
　②　道中研究大会合同研修会（提案者・司会者等打ち合わせ会）　　　　　　　　 ７月13日㈭
　③　道小道中合同研修会（学習会） ７月18日㈫
　④　道中研究大会全体研修会（小樽大会→十勝・帯広大会） 11月10日㈮
　⑤　第２回研修部研修会 ２月９日㈮

・年度末反省，次年度への課題の検討と展望・まとめについて
・令和６年度以降の研究推進について
・令和６年度第65回北海道中学校長会研究大会十勝・帯広大会（9月27・28日）について
・令和６年度第75回全日本中学校長会研究協議会東北大会について
・令和６年度「研究の手引き」について
・教育課程に関する調査について（令和５年度実施の振り返りと調査内容のまとめについて）
・各地区研究推進の交流について

⑵　研究活動の推進
①　第64回道中研小樽大会と第74回全日中研大分大会の円滑な運営と研究内容の充実を図るた

め，当該実行委員会との連絡・情報交流を積極的に行う。また，道中研分科会提言及び全日中
研提案に向けて，研修部として担当地区や発表者へのサポートを早めに行っていく。

②　研究資料及び情報の提供，研究校の紹介，その他，研究活動の推進
③  各地区研究推進の状況や各地区研究成果の交流を推進
④　教育課程に関する調査と結果の分析・まとめ，調査研究報告書の発行

⑶　関係機関との連携・調査，その他
①　文部科学省や北海道教育委員会，市町村教育委員会はじめ，全日中等の関係機関との連携

や調査依頼について，各地区研修部担当者の協力のもと推進する。          
②　第64回道中研小樽大会の成功に向けて，実行委員会との連携を密にし，研修部をあげて積

極的にサポートを行う。
③　第74回全日中研大分大会事務局との連携や全日中事務局，各地区研修部担当者等との研究

や研修に関する情報交換や連絡・調整を推進する。
④　教育関係団体との連携・調整を推進する。
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